










要約:小児期における生活習慣,肥満および血清脂質値などの成人病の危険因子と,将来の

成人病発生との関係を科学的に解明することを目的として、平成 4年度よりコーホート追

跡調査を開始した.本年度は、小学 5年全員(88名)と中学 2年全員(98 名)、および前年度

の健診(総受診数 740 名)で動脈硬化危険因子(肥満,高脂血症等)を認めた生徒 103 名の合

計 289 名の小児について健診を行なった.

前年度の健診後に個別通知で生活習慣改善の勧告を行った例では、約半数近くが肥満度と

血液総コレステロール値の改善傾向を示したが効果は十分ではなかった.1 年間のインタ

ーバル(平成 4→平成 5 年)では、個人の肥満度、血液総コレステロール値は正常者、異常

者ともにトラッキング傾向が認められた.同地区の意識調査では、小児成人病健診後に 61%

の保護者が、成人病や食生活に関心をもつようになったと回答しており、今後、コーホー

ト小児の肥満度や血清脂質値の変化をさらに追跡する予定である。


